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（※全学教育科目のスケジュールとは異なる場合があります。別途掲示で確認してください。） 
 
 

◎ 第１次履修登録期間 
令和８年４月７日（火）～１４日（火））23:30 

◎ 第２次履修登録期間 
令和８年４月１６日（木）17:00 ～２０日（月）23:30  

 ※第２次履修登録期間に履修登録を追加する場合は，必ず科目担当教員へ事前にその旨連絡し，承
諾を受けてから登録すること。 

◎ 履修時間割公開日 
 令和８年４月２７日（月）～ 
◎ 履修登録科目の取消期間（Web） 
 令和８年４月２７日（月）～４月２８日（火）23:30 

令和８年 6 月８日（月）～6 月１０日（水）23：30 
◎ Web 成績公開日 
 令和８年８月２０日（木） 
◎ 専門科目成績申立て期間 

令和８年８月２０日（木）～２４日（月）17:00 
◎ 自由設計科目（専門科目）登録変更期間 
  令和８年８月２０日（木）～２４日（月）17:00 

※自由設計科目（専門科目）の変更は当該学期に履修している科目のみ可能 
※こちらは専門科目の登録変更期間です。全学教育科目の変更期間は異なるので別途確認
してください。変更漏れが毎年多数発生しています！ 

 

 令和８年 3 月 経済学部教務担当 
（メール：ecokyomu@jimu.hokudai.ac.jp）  

mailto:ecokyomu@jimu.hokudai.ac.jp
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他学部等科目の履修について 

他学部科目、国際交流科目及び教職科目の履修を希望する場合は、以下の手続きを必ず行ってくだ

さい。これらの手続きを行わない場合、履修が許可されませんので、ご注意ください。 

なお、教職科目（教職に関する科目）については本申請の対象外です。 

 

 

１) 卒業要件単位への算入を希望する場合 

学部３年次以降に履修する科目が対象です（国際交流科目については２年次以降の履修分より卒

業必要単位として申請可） 

また、他学部履修申請は履修登録と同時に申請を行う必要があります。過去に単位取得した科目

について、遡って他学部履修申請することはできません。 

【申請手順】 

① 履修登録期間内に余裕をもって指導教員（ゼミの先生）へ事前に履修希望科目についてメール 

等により相談し、了承を得た科目のみ登録する。 

②-1）エラーが表示されている科目の「申請希望理由」をクリックし、「他学部・他学科履修」を 

選択の上、登録する。（メッセージ欄は空欄で構いません。） 

②-2）専門横断科目や国際交流科目については，エラーが表示されない場合があります。その場 

合は履修登録画面上で「申請希望理由」の入力が出来ないため，卒業要件への算入を希望する 

科目について，履修登録期間内に下記の Google フォームにて以下の内容を 

４月２０日（月）２３：３０までに連絡してください。 

Google フォーム：

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeos9jNrXuHEfo1jgkmGPVCLm3oZe11s0S

0P4F_RQvvtCCWGQ/viewform?usp=publish-editor 

※他学部等履修には制限があります。詳しくはお手持ちの学生便覧を参照してください。 

※エラーの解除は事務にて手動で行っており、解除には１営業日程度を要します。 

もし、他学部履修申請後、土日祝日を除いて２日経過してもなおエラーが 

解除されていない場合は、教務担当宛にメールでお問い合わせください。 

 

２)自由科目(卒業要件単位への算入を希望しない)として履修する場合 

エラーが表示されている科目の「申請希望理由」をクリックし、「その他」を選択 

の上、メッセージ欄に「自由科目として履修する。」と入力し、登録する。 

※自由科目として履修する科目は，指導教員への事前の相談は不要です。 

※令和 6 年度以前入学者の方へ：学生便覧に記載の「他学部履修届」の提出は不要となりました。 

※他学部等科目の履修を希望する学生は ELMS のお知らせ掲示板や他学部 Web サイト等を確認

し、特別な指示がある学部については、予めその履修登録期間・方法を把握すること。 
※他学部等科目の履修登録については， Moodle ページの閲覧が可能となるまで一営業日程度は要

します（即時反映にはなりません）。 
必ず，履修を希望する科目の初回講義日を確認し，余裕をもって履修登録してください。 

 他学部等科目で 4 月６日（月）以前にオンラインで初回講義が行われる科目の履修を希望する学

生は，事前に該当学部の授業実施方法等の情報を入手し，余裕をもって科目担当教員へ相談して

ください。科目担当教員の連絡先が不明な場合は，担当教員の所属する学部のウェブサイトを確

認してください。 

 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeos9jNrXuHEfo1jgkmGPVCLm3oZe11s0S0P4F_RQvvtCCWGQ/viewform?usp=publish-editor
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeos9jNrXuHEfo1jgkmGPVCLm3oZe11s0S0P4F_RQvvtCCWGQ/viewform?usp=publish-editor
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演習の履修登録について（３・４年生） 

毎学期演習（ゼミ）及び卒業論文の履修登録忘れ、ミスが多数発生しています。演習は必修科目で

あり、一つでも取り損ねてしまった場合、４年間での卒業ができなくなりますので、履修登録期間に

必ず自分の責任において登録してください。 

 1 学期の必修科目※は、３年生は演習ⅠとⅡの２科目、４年生は演習ⅤとⅥの２科目です。 

※休学歴等がある場合、上記とは異なる場合がありますので、教務担当で確認してください。 

注）ELMS の授業グループ上は，３・４年生のグループを統合する都合上、３年生も４年生も「演習

Ⅰ」又は「演習Ⅲ」が表示されますが、Web 履修登録画面上で正しく登録されていれば問題あり

ません。 

 

卒業論文の履修登録について（４年生） 

 ４年次学生は，卒業する学期に卒業論文の履修登録をする必要があります。「演習」の履修登録のみ

では卒業できませんので注意してください。 

※留年者へ：卒業論文の単位を修得したが留年した場合における単位の取扱いが令和 8 年度から変更

となります。詳細は４ページをご確認ください。 

 

大学院早期履修生の大学院科目の履修登録について 

 学部在学中に大学院開講科目の早期履修が認められた学生について，大学院開講科目は Web 履修登

録システム上で履修登録が出来ないため，ELMS(ek00033)のMoodleページから「履修届(早期履

修)」(Excel)をダウンロードし，履修登録期間内に経済学事務部教務担当宛メールにて履修届をご提出

ください。 

 履修取消しの方法等については，履修届の末尾に記載していますので，ご確認ください。 

 

エラー科目について 

 エラーとなっている科目は、「履修不可」の科目です。エラー科目について不明点がある場合は、必

ず履修登録期間内に経済学事務部教務担当までお問合せください。いかなる理由でも，履修登録期間

以降の問合せ，登録内容の変更等は受け付けられません。 

 

自由設計科目の登録変更について 

自由設計科目として登録している科目は、“卒業・進級要件に入りません。”卒業・進級単位にした

い場合は、必ず別紙履修スケジュールに記載の自由設計科目（専門科目）登録変更期間に変更してく

ださい。期間以外の変更は一切認めません。 

 

成績申立て(専門科目)について 

専門科目の成績評価に関する疑義や申立てがある場合は、必ず別紙履修スケジュールに記載の専門

科目成績申立て期間内に手続き方法等について教務担当へお問合せください。 

https://www.elms.hokudai.ac.jp/group/grouppage?idnumber=ek00033


※必ず最後のページまで確認してください※ 
 

4 
 

【留年者向け】「卒業論文」単位取扱いの変更について 

  
令和８年３月 

 

令和８年度以降の卒業予定学生 各位 

 

 経済学事務部教務担当 

 

 

 「卒業論文」の単位取扱いについて、以下のとおり変更します。 

 

【令和７年度後期履修分まで】 

留年となることが決定した学生について、当該学期の卒業論文の成績は無効となり、卒業予定学

期に再度卒業論文の履修登録及び論文提出を必要とする。 

 

【令和８年度履修分から】 

留年となることが決定した学生について、卒業論文の成績は翌学期以降も引き続き有効とする（取

消は行わない）。 

 

※本取扱いは令和８年度履修分から適用のため、令和７年度２学期に卒業論文の単位を修得したが

留年した場合、単位修得扱いにはなりません。令和８年度における卒業予定学期に改めて履修登

録及び論文の提出を行ってください。 

万が一，履修登録の際にエラーが出てしまった場合には，履修登録期間内に経済学事務部教務担

当までお知らせください。 

 

重要 



※必ず最後のページまで確認してください※ 
 

5 
 

学生便覧の誤植訂正について 

 既に該当年次の学生へは通知済みの内容ですが，令和２年度入学者用及び令和３年度入学者用学生

便覧の以下のページに誤植訂正がありますので，次ページ以降に訂正内容を再掲します。履修登録前

に改めてご確認いただきますようお願いいたします。 

・令和２年度入学者用：p22 

・令和３年度入学者用：p22,p28,p29 
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 ・令和２年度入学者用，令和３年度入学者用学生便覧 p22 訂正内容 
全学教育科目の外国語科目及び外国語演習の記載に誤りがありましたので，朱書きで修正いた 

しました。 
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・令和３年度入学者用学生便覧 p2８訂正内容 

選択科目の「現代企業論Ⅰ」の行が抜けていましたので，追加しました。 
選択科目の「民法」，「商法」，「労働法」，「経済法」の開講期の記載が抜けていましたの 

で，追加しました。 
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・令和３年度入学者用学生便覧 p2９訂正内容 

選択科目の「現代企業論Ⅰ」の行が抜けていましたので，追加しました。 
選択科目の「民法」，「商法」，「労働法」，「経済法」の開講期の記載が抜けていましたの 

で，追加しました。 
選択必修科目Aの必要修得単位数が8単位となっていますが，正しくは「16単位」ですの 

で，修正しました。 


